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§5-3 2元配置(対応なし×対応あり) 

・対応なし要因と、対応あり要因の混合(AP)デザイン 

例）熟達度でわけた各 30 名ずつの 3グループ(上・中・下)に、英文を繰り返して聞かせる

(1回目・2回目・3回目)だけで理解が上がるのかを検証する。 

  従属変数：テスト得点 

  独立変数：熟達度(対応なし)、聞く回数(対応あり) 

・Mauchlyの球面性検定 

…この検定結果が有意であれば、球面性が成り立っていないと判断。Greenhouse-Geiser

かHuynh-Feldtの自由度で調整した F値とその有意確率を参照する。 

  ➣球面性：対応あり要因の場合、同一被験者に対して複数回のデータをとるため、デ

ータの独立性を保つことが難しくなる。そのため、水準間の差の分散が等

しいという前提を満たす必要がある。 

➔今回は有意確率.000となっているため、球面性が満たされていない。 

➔サンプルサイズが 30名のため、Greenhouse-Geiserを確認する。 

 

聞く回数×熟達度の有意確率.000なため、交互作用有意。 

 

・被験者間効果の検定 

 

・熟達度の主効果 p = .000であるため有意。 

5-3-3 対応あり要因の単純主効果の検定(シンタックス) 

・聞く回数×熟達度の交互作用が有意➔熟達度の水準別に聞く回数の単純主効果の検定 
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コマンド説明 

・[BY 熟達度 (1,3)]： 熟達度の水準は 3水準。4水準まである場合は(1,4)と表す。 

・[聞く回数(3)]：対応あり要因の[聞く回数]は 3水準。4水準ある場合は(4)と表す。 

・[/PRINT = DIGNIF (GG)]：[/PRINT]で不要な出力を制限。GGは Greenhouse-Geiser。 

・[MWITHIN熟達度(1)]：[熟達度](上位群)における[聞く回数]の単純主効果の検定を実行。 

結果：図 5.35参照(教科書 p.88) 

→すべての[熟達度]レベルにおいて[聞く回数]の効果がある 

 

5-3-4 対応あり要因の多重比較(シンタックス) 

・単純主効果の検定がすべて有意→[熟達度]上・中・下で[聞く回数](対応あり)の多重比較 

 

☆[聞く回数]の１回目を比較基準とする 

２回目_：[聞く回数]要因の２回目と１回目の多重比較 

３回目_：[聞く回数]要因の３回目と１回目の多重比較 
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☆[聞く回数]の３回目を比較基準とする 

 

・多重比較の結果(聞く回数)：下位群の２回目_１回目以外すべて有意 

 

5-3-5 対応なし要因の単純主効果の検定と多重比較(シンタックス) 

・[聞く回数]の各水準において、対応なし要因である[熟達度]の単純主効果の検定と多重比

較を行う。 

・[熟達度]の単純主効果 
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・多重比較まとめ：１回目の中_下以外すべて有意 

 

5-3-7 論文への記載(対応なし×対応あり) 

・切片を除いたすべての数値を１つの表にまとめる(表 5.4参照) 

※被験者内効果(Within Subjects)と被験者間効果(Between Subjects)の検定結果が別々に

出力される 

  


